
ヒトと動物の関係学会　第30回学術大会　タイムテーブル

開始時間 終了時間 黄色：学生 ※緑色：シンポジウム等

9:15 受付開始

9:50 10:00 開会挨拶　第30回学術大会大会長／森山　緑（慶應義塾大学アート・センター）

10:00 12:30 口頭発表

座長 氏名 所属 タイトル

1 10:00 10:15
動物と文化・歴史

伊東　剛史（東京外国語大学）
坂本　響子 長崎大学多文化社会学研究科 動物表象から見る近世日本人の心性―万延元(1860)年「豹」見世物の表象分析を中心に―

2 10:15 10:30 石川　雅康 日本大学商学部商業学科 地域猫活動における「合意」形成の条件―東京都世田谷区における事例研究―

3 10:30 10:45 木下　征彦 日本大学商学部 自治体による地域猫活動支援の現状と課題―行政組織と地域・ボランティアとの関係に注目して―

4 10:45 11:00 渡邊　聖子 京都市保健所　医療衛生センター 人と飼い主のいない猫（野良猫）との共生に向けた対立の解決策

5 11:00 11:15 小山　莉奈 広島大学生物生産学部生物生産学科 広島県の郊外型一戸建て住宅団地における地域猫活動と猫の行動圏に関する調査

6 11:15 11:30 妹尾　あいら 広島大学大学院統合生命科学研究科 広島県の郊外型一戸建て住宅団地における地域猫活動に対する住民の意識調査

7 11:30 11:45 春日　遥 北海道エコ・動物自然専門学校 動物飼育員育成専門学校における情報科学との複合分野の授業の実践報告

8 11:45 12:00 鈴木　りん 東京農業大学農学部動物科学科 人が猫に惹かれる潜在的理由の調査

9 12:00 12:15 田平　廉太朗 福岡大学大学院人文科学研究科 現代ドイツにおける釣りと動物保護の関係性 ――魚の「痛み」をめぐって――

10 12:15 12:30 上野　愛佳 長崎大学環境科学部環境科学科 EUにおける食用昆虫の安全性評価の展開：アレルギー表示を中心に

12:30 13:00 昼食・休憩

12:30 13:30 常任理事会

13:00 14:00 ポスターセッション：投票者 理事・評議委員

座長 氏名 所属 タイトル

今井　涼音 岩手大学農学部共同獣医学科 新しい環境でのヒトとのふれあいがネコの行動と尿中コルチゾール値に及ぼす影響

佐藤　怜美 岩手大学農学部共同獣医学科 同じ生活環境で飼育された同腹兄弟姉妹犬の行動特性と遺伝子解析

荒堀　みのり アニコム先進医療研究所株式会社 盲導犬の合格にかかわる要因の探索

門多　真弥 帝京科学大学生命環境学部アニマルサイエンス学科 岡山県沿岸のスナメリの行動についての一報告

陳　曦 北海道大学大学院文学院博士後期課程 エキゾチックペットに関する大学生の意識調査

飯牟礼　悦子 大東文化大学文学部教育学科 大学生における動物園イメージの検討

並木　美砂子 帝京科学大学生命環境学部アニマルサイエンス学科 動物園におけるふれあいプログラム参加モルモットの内的状態の確認 ―参加者とともに福祉状態確認可能な“AVIP”のための観察項目の提案―

藤田　智帆 広島アニマルケア専門学校 学校で飼育するモルモット（Cavia porcellus）のための環境エンリッチメントに関する予備的実験

永井　晴奈 広島アニマルケア専門学校 ペットとして飼育しているクサガメ（Chinemys reevesii）の水槽の水温管理と水質管理に関する研究

14:00 16:45 シンポジウム　「野生動物を護ること、殺すこと―狩猟と動物倫理を考える―」

座長 氏名 所属 タイトル

伊勢田　哲治 京都大学文学研究科

金森　万里子 京都大学人と社会の未来研究院

今井　レイラ PETAアジア

安田　章人 九州大学基幹教育院

コメンテーター 山越　言 京都大学大学院・アジアアフリカ地域研究研究科

17:00 19:00 交流会

3

月

2

日

咁
土

咂

地域猫活動

本村　光江

（大阪経済大学）

山越　言

（京都大学）

安田　章人

（九州大学

基幹教育

院）

パネリスト

パネルディスカッション・総合討論

意識調査・

動物観・教育

山本　真理子

（帝京科学大学）



9:00 受付開始

9:15 12:00 口頭発表

座長 氏名 所属 タイトル

11 9:15 9:30
セラピー

内山　秀彦（東京農業大学）
花園　誠 帝京科学大学生命環境学部アニマルサイエンス学科 「狆」再考

12 9:30 9:45 上本　愛子 東京農業大学農学部動物科学科 ネコは人との遊びを認識し好んでいるのか

13 9:45 10:00 仲　莉歩 東京農業大学農学部動物科学科 ヒト膝上のネコによるヒト大腿部血管の音に対する認知と嗜好性惹起の可能性について

14 10:00 10:15 林　佑美 東京農業大学農学部動物科学科 Meow音声の感情処理における人の脳活動に関する研究

15 10:15 10:30 岡本　優芽 京都大学大学院理学研究科 ネコ（Felis catus）のゴロゴロ音は生まれつき？ −アンドロゲン受容体遺伝子の解析から−

16 10:30 10:45 石上　未菜 広島アニマルケア専門学校 コザクラインコ（Agapornis roseicollis）とセキセイインコ（Melopsittacus undulatus）による紙の噛みちぎり行動に関する研究−インコが好む紙の種類とは？−

17 10:45 11:00 山﨑　鈴花 倉敷芸術科学大学動物生命科学科 災害時の避難所を想定した部屋に24時間収容した家庭犬のストレス評価　-家庭犬にとってサークルとクレートのいずれが望ましいのか？-

18 11:00 11:15 川原　涼音 大阪経済大学経済学部 西日本で避難所を開設した経験のある管理関係者に対するインタビュー調査

19 11:15 11:30 山本　真由 広島アニマルケア専門学校 犬用飲水器の水の交換頻度、水の種類、飲水器の種類が一般細菌の繁殖に及ぼす影響

20 11:30 11:45 藤田　萌香 広島アニマルケア専門学校 2023年に国家資格化した愛玩動物看護師に関するアンケート調査

21 11:45 12:00 猪瀨　真莉 ヤマザキ動物看護大学大学院 ペットロス回復支援に向けた持続可能なSHG（セルフヘルプグループ）の要件の研究

12:00 13:00 昼食・休憩

12:05 13:00 理事会・評議員会

13:05 13:30 学会総会

13:30 16:30 シンポジウム　「よみがえる命　――　知られざる剥製の世界」

座長 氏名 所属 タイトル

杉本　惠司 アトリエ杉本　代表

佐藤　真琴 アトリエ杉本

森山　緑 慶應義塾大学アート・センター

若生　謙二 大阪芸術大学

16:40 16:50 奨励賞およびベストポスタ-賞授与式／谷田　創（広島大学）

16:50 17:00 閉会挨拶/ヒトと動物の関係学会会長／谷田　創（広島大学）

17:00 閉会

＜発表に際して＞

1) 発表は、口頭ならびにポスター発表ともに、会場での対面で行い、オンデマンドおよびオンラインでの発表はできません

2) 口頭発表の演者の方は、MicrosoftPowerPointによるプレゼンテーションを用いて発表10分、質疑応答5分で行います

（進行に支障をきたしますので必ず発表時間は守ってください。また、質疑応答において、ご質問いただく場合も時間内に終わらないと判断した場合は、座長の采配で途中でも打ち切らせていただくこともございます。）

3) 口頭発表の演者の方は、受付で申告し、事務局の指示に従って事前に使用するPowerPointファイルを事務局の用意する発表用PC（Windows）に入れ、動作確認を行うこと

4) ポスター発表は、大会初日（昼頃を予定）にポスターセッションがあります。大会プログラムが発表されたらよく確認の上必ず参加してください。したがって、大会初日の午前中までに所定の場所にポスターを掲示してください。

（30回大会でのコアタイムは、3月2日（土）13:00 ～ 14:00です。この時間は必ずポスターに立ち会い、説明して下さい。）

※奨励賞（対象者：学生・院生枠での発表者）およびベストポスター賞受賞（対象者：過去受賞歴がない全発表者）がありますので、対象発表者は必ず出席してください。

＜ポスターの作成について＞

1)ポスター貼付時間はポスターセッション開始予定時間1時間前まで

2)ポスターセッション（コアタイム）は3月2日（土）13:00 ～ 14:00です。この時間は必ずポスターに立ち会い、説明して下さい。発表者の方は開始時間までにご自分のポスター前に待機してください。本年度は、各人4分以内で説明いただき、質疑の時間を2分程度とります。

3)ポスター撤去時間は3月3日（日）大会終了時までに各自にて撤去すること

4)パネル上でポスター展示に使える大きさは、パネルサイズ（170cm × 120cm）以内とする。ただし、それ以下の大きさのポスター紙は自由に使用可とする。また、複数枚の使用も可能だが、掲示範囲を超えないこと。字の大きさ、写真枚数、レイアウトなどは自由。

動物看護・飼い主支援

西村　亮平

（東京大学）

3

月

3

日

咁
日

咂

行動・生理

加隈　良枝

（帝京科学大学）

同行避難
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（広島大学）
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（大阪芸
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